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X線 年 四 囘3,6,9,12各 月1日 發行

・ 鰯 三 霆 箏 三 巴 内e

嚢 霞 雷
.自然

に生 くるr

窃 究

非晶固體に:於ける細模卓組織の弛綾及び結晶核生成の機構…吉 田1卯三 郎

ロツシエル鹽緒晶によるX線 反射張度に對 する温度效果並

に電揚效果1ζついて 三 宅 靜 雌

天然及び水和繊維素の相互轉移の研究(其 の三)久 保 輝 一 郎

嫁 饒.

油脂薄膜の電子線廻折檢査 田 鹽中 憲 並

抄録 ・本邦 に於け るX線 學 に踊ナ る文獣(共 の六)・季會渭息

定價1册50銭 逸料4錢 ・但 し會員には無代贍呈 ・會費年2圓 中込深第會則逶皇

蜥 所 突留 齏 実轂 擧鶸 ・X線 懇 談 會 振替大販・・…購

、

.物 理 .化 學 の 進 歩
二 既 刊 號 の殘 本 定 價 頒 布 一

第8卷.薯1羈。 舗 蠶議:嚢 嬲

第9卷 ～ 第15卷 各卷第1揖 ～ 第6輯(mし 錆11巻 第嘱 は訣本)

各輯 定價60踐 催 料8艇)

〔各卷の繪目次申込次第途附ナ〕

物 理 化 學 の 進 歩 歐 女 號

TheReviewofPhysicalChemistryofJapan.,
『

し物理化學の進歩「掲職の原報論文.(歐文)及 び我國に於 ける物理化罩關係の

報文全葡の歐文抄録」特に紙質優莨.

第11卷 ～ 第15卷 各卷第1號 ～ 第5號

.各 號 定價80鏡(迭 料8錠)φ

日 本 物 理 イ匕撃 研 究 會
.(,京 都 市 吉 田
京都帝國大學理學部鰓 化學研究室内)

丶振替 ・京鋸6047番

i
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決人.

日

日本化學研究會編纂

コ　コニ　　 　　　 コ ワ 　 　ト

本
/t

・"
.

毒理鱒 士眞 島 利 行

　 ロ 　 コ

化 學1總 覽
混 格B5俄 ・ 八 蝦 イ ン ト 讃 組 ・毎 聾70頁 四 外

躰 化學総覽 は我が國に於て發表 せる理 ・工 ・醫 ・藥 ・農の諸學術方面 に亙 る

雜誌 ・報皆書 ・特許公報等約500種 の原報 よ 塾化學 關係の業績は總て迅蓮仁要點

を抄鋒報導す。一讀よ く本邦化學關係研究の報告及特許等 の内容 を容易且つ最 も

經濟的 に知悉 し得べ く、研究家、實際家竝 に發明家の研究工夫ヒ稗盒す る處尠か

らざるぺ しC毎 卷完viaる'「 著者名及事物索引」 を附 す、本總覽の活用 上必要缺

くべか らざるAの に して、蓋 し本誌 の一 大特 色 とす。
噺

内 纏 見 本 進 呈

■

會 月刊雑誌"肩 本化撃總覽"は 本會會員に配布すΩ入會御希望の方は孚ケ年分以

員 上の餓 撚 へて讖 本館 串込蝋 たし・

.纜 欝 轗i飜隅 懲 凱
一

待望の 日 本 化 學 總 覽 完備す
,

嘔

■

第 ・一 集 第壹卷 マ第七卷 ㈹ ・脚 ・年よ吠 醐 彎 で5・鯛

木邦匿於て研究發表せる化學及關係學術の交獄及び彊明者苦 心の成渠たる特許(特 瀞番

號No.1よ り渠録}の 内容を麟 して集緯せる 昏のな り

第 二 集 第 壹卷 一第十 五卷`珊 》 昭和元年以後嫉 壷 抄録集

、灘 ㌦ 昭和2{F以 來毎月・發行せる総箆を分丗 した るものな り ・

定價各册Y1250遘 料¥.45

墨奚 日本化 學研 究會 鑢 、離 蠧隻籌桶幽畫
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一 整 本 注 意

「原報 」.と「紹介」と各 別 々の通 し頁 な り

(紹介 ぺvは イ タリック)尚 ほ
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は次號 第1"r卷 第1輯 附録 と しZ員 に頒布す る
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